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１ 意思決定のヒューリスティックス
(e.g.,Todd & Gigerenzer, 1999)

• 気分,感情
• 単一理由決定（Take the best）
• 消去法
• 満足化
• 再認
• メンタルシミュレーション
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２ 良い決定とは：決定の評価規準

• （主観的期待）効用最大化 (例：商品購入)

(Edwards,1961; Luce & Raiffa, 1957)

• リスク最小化（例：投資，経営）
• 後悔最小化(例：転職)(Bell,1982;Looms 
&Sugden,1982)

• 満足化 （停止問題：部屋探し，結婚）

• 多重制約充足(例：類推：進路)                    
(Holyoak & Simon, 1999)
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３(期待効用最大化に基づく)意思決定の過程

選択肢(代替案)群から良い選択を行う

意思決定の過程
1. 課題同定（例：進路決定）
2. 情報収集（例：進路情報を集める）
3. 選択肢設定(現実的選択肢の網羅が大切)
4. 選択肢評価(例：合格可能性と望ましさ）
5. 選択(期待効用(確率と効用の積）最大化などの
規則の利用

6. 選択に基づく行動計画、実行とその評価
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４ 類推による意思決定
意思決定における類推の役割

• 日常的決定場面の特徴
– 複雑,多重制約,不確定
– 選択肢、効用や確率、重みなど不明

• 日常的な意思決定，リスク認知の方略
– 規則に基づく規範理論よりも

類似性に基づく類推を利用

–競合する多重制約のバランスを目指す
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類推的意思決定のプロセス

１ 表象：当該事例の理解

２ 検索：類似した過去事例の検索

類似性の評価（表面、構造、目標の制約）

３ 写像：選択肢、効用、確率などの転移

４ 適用：意思決定

５ 学習：結果の抽象化，長期記憶に貯蔵
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５ 意思決定における後悔
評価規準としての後悔

• 規範的研究から記述的研究へ：後悔最小化
– 効用関数の変形としての後悔関数 (Bell,1982; Looms & 

Sugden,1982)

– リスク回避は後悔回避が影響 （Zeelenberg et al.,1996）

• Norm theory-選択結果と規準(norm)の比較
により生じるネガティブ感情（Kahneman & Miller, 1986）

• シミュレーション・ヒューリスティック
• 個人差要因

– 性格、状況の認知が後悔に及ぼす影響
8

5.1 意思決定後の過去展望
としての後悔

• 決定における後悔はどのような時に生じるか
– 前の状況との比較：行動決定により，悪い結果が生じた時
（Zeelenberg et al.,1998）

– 他の選択肢との比較：他の選択肢の方が良い結果が生じたと思
われる時（Tsiros,1998; Zeelenberg et al.,1996）

– 選択の結果が目標に非常に近い時(K & T,1982)
– 余計な行動，普段と異なる行動を取った時(K &T,1982)

• 行動したことの熱い後悔 －短期的
– 怒り，恥，自己嫌悪

• 行動しなかったことの沈んだ後悔－長期的
– 感傷

• 選択による中間的な後悔 － ？

(Gilovich & Medvec,1995)
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5.2     意思決定時の未来展望
としての後悔

• 未来のメンタルシミュレーション
– 選択肢Ａをとった結果がうまくいかない時，
選択肢Ｂを取れば良かったと，あとで悔やむか

– 意思決定におけるリスク最小化

– 不安度 （損失時の）後悔 リスク回避行動
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6  組織的意思決定
a 組織的意思決定の利点
・個人の知識や経験を集積，共有→多くの選択肢，多
角的な評価，バイアスの除去
・参加による最終案への理解，同意，実行

b リスキーシフト(risky shift) Stoner, 1968)
・集団分極化現象：各個人の事前の傾向を極端な方

向にシフト
c 集団思考(group think)(Janis,1972)
・集団討議の結果，討議前の個人決定よりも，集団決
定，個人決定ともリスキーに
凝集性の高い集団において，(a)集団の過大評価,(b)

硬直した思考,(c)斉一性への圧力によって，外部の新情
報を無視して，誤った決定をすることがある．
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7 決定支援システム
(DSS:decision support system)

a 過去のツール－バランスシート、決定マトリックス、決定
木などの利用

b 認知的負荷を下げる,認知的バイアスを除去
決定問題の構造化，グラフィカルな表示→目標分析
多くの情報（選択肢，属性情報など）を利用可能→選択
肢準備，効用評価
確率や効用の計算→対話による反復修正，シミュレー
ション

c 組織化の支援(GDSS:group decision support system)
知識(記憶)の共有，討論の支援，個人決定の統合
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8   意思決定能力の育成

• 生徒の意思決定能力の育成
– 進路決定だけでなく、科学／社会科教育、さらに、市
民生活、職業生活においても重要。

• 「科学-技術-社会」(STS)教育
– エネルギーや環境問題,生命技術問題などの課題を
設定し、情報の収集、代替案の設定と評価などを通し
て、意思決定能力の育成を目指す

• 意思決定の育成手法
– ロールプレイ、シミュレーションゲームなど
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